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1.公開プロジェクトについて 

1-1.デジタル版『渋沢栄一伝記資料』とは 
 

・2003年 実業史研究情報センター 

     （現 情報資源センター）誕生 

  センター設立の目的のひとつ： 

  渋沢敬三による「日本実業史博物館構想」を 

  現代的手法によって実現 →情報資源化 

 

・2004年 『渋沢栄一伝記資料』デジタル化計画 
 

 



 

1-2.プロジェクト年譜 
 

 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 

画像              

目次・綱文    公開      英訳   校正 

全文テキスト化     校正         

簡易検索システム 

（財団イントラ内） 
             

データ管理 DB  個別    DB 化   新 DB     

関連コンテンツ構築        詳細年譜・事業一覧・ゆかりの地 等 

公開サイト構築      計画    
実験

公開 

構築

計画 
 公開 

 

 

1.公開プロジェクトについて 



④調整 
テーブル 

2.特徴 
2-1.素材と構成 

 

③管理用
データ 

テキスト リスト ページ 
画像 

②全文 
テキスト 

①ページ 
画像 

デジタル版 



2.特徴 
2-2.構造・構築（本編） 

 ・冊子版（書籍）の構造をwebサイトに再構築 
 

 

 



2.特徴 
2-2.構造・構築（本編） 

  

 

 



2.特徴 
（参考）『大日本資料』 

  

 

 

画像：国立国会図書館デジタルコレクション 



2.特徴 
デジタル版『渋沢栄一伝記資料』 
https://eiichi.shibusawa.or.jp/denkishiryo/digital/main/ 

 

各巻リンク 

https://eiichi.shibusawa.or.jp/denkishiryo/digital/main/
https://eiichi.shibusawa.or.jp/denkishiryo/digital/main/


2.特徴 
2-3.検索システム 

・Wikiの検索機能をカスタマイズ 

・横断的検索はページ単位で検索 

  ①目次（綱文） 

  ②資料リスト 

  ③本文テキスト 

  ④個人著作者名リスト 

   ※その他のページは含めない 

 

・検索対象は、①～④ページ内全テキスト 

 
 

 



2.特徴 
2-4.運用 

・マスターデータ 

  管理用＝データベース形式、テキスト 

  本文テキスト＝xml形式テキスト 

  ページ画像＝マスターは別途保存 

 

・データ更新とセキュリティ 

  編集が容易なPukiWiki 

   校正データの更新が容易（プラグイン） 

   管理権限の強化 
 

 

 



3.利用にあたっての注意 

3-1.テキスト 
 ・新旧文字の置換 
     書籍の再現性＜検索性 
   旧字→新字に統一（澁澤→渋沢） 
  「調整テーブル」をデジタル版に組み込み 
 
3-2.図表（挿図含む） 
 ・テキストのみ抽出 
 ・旧マスターデータ：Word縦組形式 
 
 →ページ画像表示で、原表記を確認 



3.利用にあたっての注意 
3-3.著作権 （発信国＝日本の著作権法に依拠） 

 ・著作物の単位＝記事1件ずつ 

 ・本編は1965年刊行終了  

① 

著作物か
どうか？ 

② 

著作者
は？ 

③ 

著作権保
護期間
は？ 

④ 
利用許諾 

Yes 個人 

法人 →公開OK！ 

⑤ 
文化庁 
裁定 

保護中 

No →公開OK！ 

保護満了→公開OK！ 許可→公開OK！ 

不許可→非公開 

連絡先不明 

保護状況不明 

↓ 
公開OK！ 



4.今後の課題と目標 

4-1.コンテンツの拡充・補完 
 

 ①アクセシビリティ 
  ・目次【綱文】の英訳 
  ・シソーラスあるいは辞書の構築 
  （人名・資料名・事業名） 
 ②クオリティ＝品質 
  ・資料調査 
    収録資料（稿本－原本） 
    収録外資料 
 ③サステナビリティ＝継続性 
  ・コンテンツのパーマリンクなど 
  ・デジタルリソースの保存 
 



4.今後の課題と目標 

4-2.標準化・連携 
 

 ①既存サイト公開中の関連コンテンツとの 

  リンク、総合検索 

  ・詳細年譜・渋沢社史データベース（SSD） 

 ②メタデータの標準化など 

  ・マスターデータ（テキスト）：TEI化 

 ③ネットワーク化 

  ・他機関DBや、アグリゲータへの加入・連携 



これからの予定 

 ・公開資料を増やす 

 ・別巻（10巻分）の公開 

 ・目次【綱文】の英訳公開 

ご静聴ありがとうございました。 

4.今後の課題と目標 


